
■地域名 小布施町 雁田地区 
 
■特徴的な被害対策  自立型 鳥獣被害対策の推進  
 
１ 地域の概要 

生産者戸数 
加害鳥獣 被害農作物等 備考 

 受益 

90 90 サル、イノシシ 果樹、野菜、水稲 
・被害面積26.5㏊ 
・平地農業地域 

 
２ 実施した被害対策の内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

これまでの経過 

・サルの出没は H元年ごろから発生 
・H5年度から電気柵を全長4㎞設置(東に「雁田山」があり西側を防除すれば守れる) 
 しかし、設置方法の誤りや、その後の管理が続かず、効果は長続きしなかった。 
・H15年頃から、専門家を招き被害状況を調査、勉強会等を行う 
・結果、環境整備と意識改革が急務と分かり、その後、ボランティアによる緩衝帯整備を H16 から
実施。効果が出たため、以降、毎年300m程度、100名の参加で場所を変えながら実施している。 
・H18年度 モンキードッグ 2頭を導入。 
・近年はイノシシの被害が増加傾向にあるため現地検討会を実施、H19 年度に老朽化した電気柵
の一部を地元により改修。その後、イノシシ被害が顕著になったため、防護柵の再見直しのため
の現地調査や試験設置、森林整備を積極的に進める。(H21、22) 

・政策も含め、町全体が「協力して皆で町をつくる」気風に慣れており、行政に頼りすぎることがない
よう、地域力を中心に自立型対策を目指す姿勢が見受けられる。 

被
害
対
策 

◇生息環境 
対策 

・ボランティア緩衝帯整備を平成16年度から実施 
・H22年度は 11月13日実施 

（合計約100名：地元、JA・部会会員、協議会、猟友会、町、地事 4名（チーム））  
・H22年度はイノシシ被害の大きい雁田沖にて森林整備を広く実施。 

◇防除対策 
電気柵設置 

・H5年度  電気柵設置  1,500ｍ  事業費3,331千円(内補助金1,665千円) 

・H8年度  農業生産体制強化総合推進対策事業  2,470ｍ 

 事業費7,725千円 (内補助金3,862千円) 

・H18年度 コモンズ支援金 モンキードッグ 2頭 
・H19年度 町単 電器柵修理 1,040千円（内補助金520千円） 

他 ◇営農指導 
・「酸果おうとう」の栽培研究 
 H21年度に鳥被害が若干出始めたため、H22は農家で防鳥ネット設置 

効
果 

被害状況 
・緩衝帯整備、モンキードッグ双方の成果か、被害は減尐 
・わな講習会を独自に開催、イノシシの捕獲頭数増。 

その他特記事項 ・環境整備を毎年実施することで、地域住民の意識も山側へ向かうことを期待している 

農家の方からのコ
メント 

・モンキードッグの効果は大きい 
・他にも、「激辛ネット」（獣害防除用）を張ってみたが、最初のうち効果はあったようだが、長く続かな
く、結局イノシシに破られた。設置時に体調不良があった（臭い） 

 
３ これからの課題 

失敗した事柄 
・一昨年までの緩衝帯整備作業では、ほぼすべて刈り払っていたため、その後の作業（管理）が大
変であった。H21、H22は手法を改善し、大きな雑木は残している。 

・モンキードッグの飼主の住宅が山から離れている。 

これからの課題 

・次世代モンキードッグの育成、次世代ハンターの育成（H22年度は１名増） 
・イノシシ対策 
・電気柵の機能の向上（H22 に地元区と試験設置し、理解を得たため、平成 23 年度にイノシシ・サ
ル用の柵を自力施工で設置予定） 

 
４ 成功に至ったポイント 
野生鳥獣被害対
策支援チーム 

 

５ 問合わせ先 
○長野地域野生鳥獣被害対策チーム  

026-234-9512(長野地方事務所農政課)・026-234-9521(長野地方事務所林務課） 
026-234-9534(長野農業改良普及ｾﾝﾀｰ) 

○小布施町 産業振興グループ    電話026－247-3111（内線274） 


